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報告書本編 p40「（c） 想定地への建設」の１つ目の意見の原文は次のとおりです。 

 

 

容器包装プラスチックの共同資源化 

• 東大和市の想定地は実質的に住宅地（現在も大型マンションが増加している

地域）であり、３市のごみを集約的に処理することで、ごみ収集車による交

通渋滞・大気汚染やプラスチックごみ処理による健康被害等により住環境が

劣悪になる。予防原則の観点から未知のリスクの多いものは実施すべきでな

い。敷地面積も狭すぎて効率の悪い建物となり、搬出物の貯留スペースや車

両の駐停車スペースも確保できない。施設作業者の環境も劣悪となるという

考えもある。莫大な税金を投じて、運営費が嵩む大規模施設を建設する必要

性はない。施設の建設費・維持費の負担金を捻出するために、市民に増税が

ふりかかってくる心配がある。今後ごみゼロプランでごみが減量される想定

であり、ごみ減量とともにコスト低減される民間委託を考慮すべきである。

３市別々に処理を行っている現状を踏まえ、無理に共同化せず３市それぞれ

の実情に合った方法で処理･資源化を行う方が合理的で３市の市民の利益に

かなっている。３市協力し合いながらごみ発生抑制･減量化を推進していくこ

とが最も重要である。 
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